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就労系福祉サービス事業所を対象とした難病のある人に対する就労支援における合理的配

慮に関する実態調査 

 

表１ 現在、難病のある人が利用していますか 

     

                              

     

 配布枚数 回収枚数 

就労移行支援事業所 348 143（回収率 41％） 

就労継続Ａ型支援事業所 728 285（回収率 39％） 

就労継続Ｂ型支援事業所 1,036 426（回収率 41％） 

計 2,112 854（回収率 40%） 
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表２ 過去 5年間～現在、難病のある人が利用したことがありますか。 
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表３ 利用したことがない理由は何ですか 

 

 

 

 

 

 

表４ 受け入れる場合、把握したい情報は何ですか 
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表５－１ 提供しているサービス n=854 複数回答 

通院日の配慮をしている（通院を優先） 812 95% 

障害特性に合わせたコミュニケーションのとり方を工夫している 760 89% 

その日の体調に合わせた仕事内容に変更することができる 748 88% 

来所中の体調を確認している 747 87% 

利用者同士が交流する機会をもうけている 744 87% 

スタッフや他の利用者が疾病について理解するよう努めている 721 84% 

体調に合わせた仕事時間（午前中体調がすぐれないので午後からの仕事など）

にしている 708 83% 

休息場所（横になれる場所など）を用意している 685 80% 

定期的に休息やトイレ休憩を促す声かけをしている 672 79% 

負荷（重いものの運搬、姿勢、時間、量）を軽減している 594 70% 

天候や体調を考慮して来所日を調整できるようにしている 591 69% 

明るさ、紫外線防止、室温、湿度の調整をしている 576 67% 

送迎サービスを行っている 553 65% 

症状に応じて適切な仕事場所を配慮している（移動が少ない、階段を使用しなく

てすむ、トイレに近い場所など） 543 64% 

起こりやすい症状を把握し、前もって予防する対策をしている 531 62% 

適性への配慮を含めた就職活動支援を行っている 518 61% 

車での通所を許可している 508 59% 

希望する仕事につけるようにしている 493 58% 

歩行介助、見守り、声かけ、安全確認、誘導、目印などを行っている 472 55% 

これまでの経験が生かせる仕事を提案している 468 55% 

関係医療機関との情報交換をしている  419 49% 

勤務、復職する会社に対して疾病の特徴や必要な配慮の説明をしている 401 47% 

仕事のしやすい器具の配置や専用の器具を用意している 377 44% 

事業所内がバリアフリーである 339 40% 

当番制の業務を免除している 338 40% 

服薬管理をしている 188 22% 

難病のある人が可能な仕事を増やしている 185 22% 

事業所の設備・機器（ドアノブ、机など）は誰もが使用しやすいユニバーサルデザ

インになっている 160 19% 

トイレや食事の介助をおこなっている 138 16% 

通院の付き添いをしている 123 14% 

食事制限や嚥下状態に対応した食事を用意している 118 14% 

在宅勤務ができるようにしている 43 5% 

医療ケア（吸引、経管栄養、導尿、ストーマなど）に対応している 34 4% 
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表５－２ 提供していないサービス n=854 複数回答 

医療ケア（吸引、経管栄養、導尿、ストーマなど）に対応している 751 88% 

在宅勤務ができるようにしている 738 86% 

食事制限や嚥下状態に対応した食事を用意している 591 69% 

トイレや食事の介助をおこなっている 546 64% 

事業所の設備・機器（ドアノブ、机など）は誰もが使用しやすいユニバーサルデザ

インになっている 526 62% 

通院の付き添いをしている 447 52% 

事業所内がバリアフリーである 412 48% 

服薬管理をしている 387 45% 

難病のある人が可能な仕事を増やしている 305 36% 

送迎サービスを行っている 236 28% 

車での通所を許可している 197 23% 

勤務、復職する会社に対して疾病の特徴や必要な配慮の説明をしている 179 21% 

当番制の業務を免除している 170 20% 

仕事のしやすい器具の配置や専用の器具を用意している 164 19% 

歩行介助、見守り、声かけ、安全確認、誘導、目印などを行っている 137 16% 

関係医療機関との情報交換をしている  120 14% 

明るさ、紫外線防止、室温、湿度の調整をしている 111 13% 

適性への配慮を含めた就職活動支援を行っている 106 12% 

天候や体調を考慮して来所日を調整できるようにしている 105 12% 

症状に応じて適切な仕事場所を配慮している（移動が少ない、階段を使用しなく

てすむ、トイレに近い場所など） 103 12% 

休息場所（横になれる場所など）を用意している 84 10% 

これまでの経験が生かせる仕事を提案している 70 8% 

起こりやすい症状を把握し、前もって予防する対策をしている 63 7% 

定期的に休息やトイレ休憩を促す声かけをしている 54 6% 

利用者同士が交流する機会をもうけている 42 5% 

希望する仕事につけるようにしている 38 4% 

体調に合わせた仕事時間（午前中体調がすぐれないので午後からの仕事など）

にしている 32 4% 

負荷（重いものの運搬、姿勢、時間、量）を軽減している 26 3% 

その日の体調に合わせた仕事内容に変更することができる 19 2% 

通院日の配慮をしている（通院を優先） 17 2% 

障害特性に合わせたコミュニケーションのとり方を工夫している 17 2% 

スタッフや他の利用者が疾病について理解するよう努めている 16 2% 

来所中の体調を確認している 13 2% 
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表５－３ 場合により提供しているサービス n=854 複数回答 

難病のある人が可能な仕事を増やしている 333 39% 

当番制の業務を免除している 315 37% 

希望する仕事につけるようにしている 311 36% 

関係医療機関との情報交換をしている  305 36% 

これまでの経験が生かせる仕事を提案している 302 35% 

仕事のしやすい器具の配置や専用の器具を用意している 296 35% 

服薬管理をしている 270 32% 

通院の付き添いをしている 268 31% 

勤務、復職する会社に対して疾病の特徴や必要な配慮の説明をしている 250 29% 

起こりやすい症状を把握し、前もって予防する対策をしている 237 28% 

歩行介助、見守り、声かけ、安全確認、誘導、目印などを行っている 231 27% 

負荷（重いものの運搬、姿勢、時間、量）を軽減している 218 26% 

適性への配慮を含めた就職活動支援を行っている 213 25% 

症状に応じて適切な仕事場所を配慮している（移動が少ない、階段を使用しなく

てすむ、トイレに近い場所など） 198 23% 

明るさ、紫外線防止、室温、湿度の調整をしている 158 19% 

トイレや食事の介助をおこなっている 156 18% 

天候や体調を考慮して来所日を調整できるようにしている 151 18% 

車での通所を許可している 145 17% 

事業所の設備・機器（ドアノブ、机など）は誰もが使用しやすいユニバーサルデ

ザインになっている 145 17% 

定期的に休息やトイレ休憩を促す声かけをしている 119 14% 

食事制限や嚥下状態に対応した食事を用意している 116 14% 

スタッフや他の利用者が疾病について理解するよう努めている 111 13% 

体調に合わせた仕事時間（午前中体調がすぐれないので午後からの仕事など）

にしている 109 13% 

事業所内がバリアフリーである 96 11% 

その日の体調に合わせた仕事内容に変更することができる 80 9% 

来所中の体調を確認している 76 9% 

休息場所（横になれる場所など）を用意している 75 9% 

障害特性に合わせたコミュニケーションのとり方を工夫している 73 9% 

利用者同士が交流する機会をもうけている 65 8% 

送迎サービスを行っている 64 7% 

在宅勤務ができるようにしている 54 6% 

医療ケア（吸引、経管栄養、導尿、ストーマなど）に対応している 43 5% 

通院日の配慮をしている（通院を優先） 20 2% 
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表６－１ 利用者の難病疾患 

H29 調査 (n=431)  （上位 37 疾患）     

1 ダウン症候群  45 10.4% 

2 潰瘍性大腸炎 28 6.5% 

2 筋ジストロフィー 28 6.5% 

2 パーキンソン病 28 6.5% 

5 脊髄小脳変性症（多系統萎縮症を除く） 27 6.3% 

6 全身性エリテマトーデス 21 4.9% 

6 多発性硬化症/視神経脊髄炎 21 4.9% 

8 もやもや病 19 4.4% 

9 関節リウマチ 17 3.9% 

10 クローン病 16 3.7% 

11 ベーチェット病 9 2.1% 

12 後縦靱帯骨化症 8 1.9% 

12 サルコイドーシス 8 1.9% 

14 下垂体前葉機能低下症 7 1.6% 

14 プラダー・ウィリ症候群 7 1.6% 

16 シェーグレン症候群 5 1.2% 

16 神経線維腫症 II 型 5 1.2% 

16 特発性大腿骨頭壊死症 5 1.2% 

16 ミトコンドリア病 5 1.2% 

16 網膜色素変性症 5 1.2% 

21 ウィリアムズ症候群 4 0.9% 

21 黄色靱帯骨化症 4 0.9% 

21 結節性硬化症 4 0.9% 

21 シャルコー・マリー・トゥース病 4 0.9% 

21 重症筋無力症 4 0.9% 

21 特発性血小板減少性紫斑病 4 0.9% 

21 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 4 0.9% 

28 アイカルディ症候群 3 0.7% 

28 IgA 腎症 3 0.7% 

28 一次性ネフローゼ症候群 3 0.7% 

28 球脊髄性筋萎縮症 3 0.7% 

28 強皮症 3 0.7% 

28 成人スチル病 3 0.7% 

28 ソトス症候群 3 0.7% 

28 バージャー病 3 0.7% 

28 皮膚筋炎/多発性筋炎 3 0.7% 
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表６－２ 利用者の難病疾患 

H25 調査 (n=1,599) （上位 33 疾患）     

1 脊髄小脳変性症 180 11.3% 

2 モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症） 132 8.3% 

3 網膜色素変性症 125 7.8% 

4 関節リウマチ 87 5.4% 

5 パーキンソン病 79 4.9% 

6 多発性硬化症 60 3.8% 

7 潰瘍性大腸炎 56 3.5% 

7 クローン病 56 3.5% 

9 神経線維腫症Ⅰ型（レックリングハウゼン病） 43 2.7% 

10 全身性エリテマトーデス（SLE） 41 2.6% 

11 ベーチェット病 38 2.4% 

12 ミトコンドリア病 30 1.9% 

13 筋萎縮性側索硬化症（ALS） 28 1.8% 

14 結節性硬化症（プリングル病） 25 1.6% 

15 後縦靭帯骨化症 24 1.5% 

16 正常圧水頭症 22 1.4% 

17 メニエール病 21 1.3% 

18 重症筋無力症 20 1.3% 

18 サルコイドーシス 20 1.3% 

20 下垂体機能低下症 18 1.1% 

21 ギラン・バレー症候群 16 1.0% 

22 ＩｇＡ腎症 15 0.9% 

23 突発性難聴 12 0.8% 

23 悪性関節リウマチ 12 0.8% 

25 シェーグレン症候群 9 0.6% 

26 脊髄空洞症 8 0.5% 

26 再生不良性貧血 8 0.5% 

26 難治性ネフローゼ症候群 8 0.5% 

29 強皮症 7 0.4% 

30 黄色靭帯骨化症 6 0.4% 

30 特発性大腿骨頭壊死症 6 0.4% 

30 バージャー病（ビュルガー病） 6 0.4% 

30 神経線維腫症Ⅱ型 6 0.4% 
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表７ 障害者手帳の有無 
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表８－１ 主な作業内容 H29 調査 （n=438,複数回答） 
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表８－２ 主な作業内容 H25 調査 （n=1,599 複数回答） 
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表９ 難病のある人に対して貴事業所でその疾患ゆえに配慮をしていますか。 
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表１０―１ 全体・現在行っている配慮(n=152,複数回答) 

事業所数 % 

１．その日の体調に合わせた仕事内容に変更することができる 85 55.9 

２．負荷（重いものの運搬、姿勢、時間、量）を軽減している 73 48.0 

３．来所中の体調を確認している 67 44.1 

４．体調に合わせた仕事時間（午前中体調がすぐれないので午後からの仕事な

ど）にしている 66 43.4 

５．通院日の配慮をしている（通院を優先） 65 42.8 

６．スタッフや他の利用者が疾病について理解するよう努めている 53 34.9 

７．症状に応じて適切な仕事場所を配慮している（移動が少ない、階段を使用しな

くてすむ、トイレに近い場所など） 52 34.2 

８．休息場所（横になれる場所など）を用意している 50 32.9 

９．障害特性に合わせたコミュニケーションのとり方を工夫している 46 30.3 

１０．利用者同士が交流する機会をもうけている 46 30.3 

１１．歩行介助、見守り、声かけ、安全確認、誘導、目印などを行っている 45 29.6 

１２．希望する仕事につけるようにしている 44 28.9 

１３．天候や体調を考慮して来所日を調整できるようにしている 41 27.0 

１４．起こりやすい症状を把握し、前もって予防する対策をしている 39 25.7 

１５．定期的に休息やトイレ休憩を促す声かけをしている 37 24.3 

１６．明るさ、紫外線防止、室温、湿度の調整をしている 36 23.7 

１７．送迎サービスを行っている 35 23.0 

１８．仕事のしやすい器具の配置や専用の器具を用意している 34 22.4 

１９．これまでの経験が生かせる仕事を提案している 29 19.1 

２０．難病のある人が可能な仕事を増やしている 27 17.8 

２１．事業所内がバリアフリーである 24 15.8 

２２．関係医療機関との情報交換をしている  21 13.8 

２３．当番制の業務を免除している 20 13.2 

２４．適性への配慮を含めた就職活動支援を行っている 20 13.2 

２５．車での通所を許可している 18 11.8 

２６．勤務、復職する会社に対して疾病の特徴や必要な配慮の説明をしている 12 7.9 

２７．事業所の設備・機器（ドアノブ、机など）は誰もが使用しやすいユニバーサル

デザインになっている 10 6.6 

２８．服薬管理をしている 10 6.6 

２９．通院の付き添いをしている 9 5.9 

３０．在宅勤務ができるようにしている 8 5.3 

３１．トイレや食事の介助をおこなっている 8 5.3 

３２．食事制限や嚥下状態に対応した食事を用意している 6 3.9 

３３．医療ケア（吸引、経管栄養、導尿、ストーマなど）に対応している 1 0.7 
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表１０−２ 就労移行支援事業所・現在行っている配慮(n=25,複数回答) 

 
事業所数 % 

１．その日の体調に合わせた仕事内容に変更することができる 13 52% 

２．体調に合わせた仕事時間（午前中体調がすぐれないので午後からの仕事な

ど）にしている 11 44% 

３．負荷（重いものの運搬、姿勢、時間、量）を軽減している 9 36% 

４．休息場所（横になれる場所など）を用意している 8 32% 

５．障害特性に合わせたコミュニケーションのとり方を工夫している 8 32% 

６．希望する仕事につけるようにしている 7 28% 

７．来所中の体調を確認している 7 28% 

８．起こりやすい症状を把握し、前もって予防する対策をしている 7 28% 

９・通院日の配慮をしている（通院を優先） 7 28% 

１０．歩行介助、見守り、声かけ、安全確認、誘導、目印などを行っている 6 24% 

１１．これまでの経験が生かせる仕事を提案している 5 20% 

１２．症状に応じて適切な仕事場所を配慮している（移動が少ない、階段を使用

しなくてすむ、トイレに近い場所など） 5 20% 

１３．天候や体調を考慮して来所日を調整できるようにしている 5 20% 

１４．定期的に休息やトイレ休憩を促す声かけをしている 5 20% 

１５．適性への配慮を含めた就職活動支援を行っている 5 20% 

１６．スタッフや他の利用者が疾病について理解するよう努めている 5 20% 

１７．利用者同士が交流する機会をもうけている 5 20% 

１８．事業所内がバリアフリーである 4 16% 

１９．車での通所を許可している 4 16% 

２０．明るさ、紫外線防止、室温、湿度の調整をしている 4 16% 

２１．関係医療機関との情報交換をしている  4 16% 

２２．勤務、復職する会社に対して疾病の特徴や必要な配慮の説明をしている 4 16% 

２３．送迎サービスを行っている 3 12% 

２４．難病のある人が可能な仕事を増やしている 3 12% 

２５．通院の付き添いをしている 3 12% 

２６．服薬管理をしている 3 12% 

２７．仕事のしやすい器具の配置や専用の器具を用意している 2 8% 

２８．事業所の設備・機器（ドアノブ、机など）は誰もが使用しやすいユニバーサ

ルデザインになっている 1 4% 

２９．当番制の業務を免除している 1 4% 

３０．在宅勤務ができるようにしている 1 4% 

３１．食事制限や嚥下状態に対応した食事を用意している 1 4% 

３２．トイレや食事の介助をおこなっている 1 4% 

３３．医療ケア（吸引、経管栄養、導尿、ストーマなど）に対応している 0 0% 
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表１０−３ 就労継続支援 A 型事業所・現在行っている配慮(n=71,複数回答) 

事業所数 % 

１．その日の体調に合わせた仕事内容に変更することができる 36 50.7 

２．負荷（重いものの運搬、姿勢、時間、量）を軽減している 35 49.3 

３．症状に応じて適切な仕事場所を配慮している（移動が少ない、階段を使用しなく

てすむ、トイレに近い場所など） 31 43.7 

４．通院日の配慮をしている（通院を優先） 31 43.7 

５．来所中の体調を確認している 30 42.3 

６．体調に合わせた仕事時間（午前中体調がすぐれないので午後からの仕事など）

にしている 25 35.2 

７．スタッフや他の利用者が疾病について理解するよう努めている 24 33.8 

８．休息場所（横になれる場所など）を用意している 19 26.8 

９．利用者同士が交流する機会をもうけている 18 25.4 

１０．明るさ、紫外線防止、室温、湿度の調整をしている 17 23.9 

１１．障害特性に合わせたコミュニケーションのとり方を工夫している 17 23.9 

１２．希望する仕事につけるようにしている 16 22.5 

１３．定期的に休息やトイレ休憩を促す声かけをしている 16 22.5 

１４．起こりやすい症状を把握し、前もって予防する対策をしている 16 22.5 

１５．これまでの経験が生かせる仕事を提案している 14 19.7 

１６．仕事のしやすい器具の配置や専用の器具を用意している 14 19.7 

１７．天候や体調を考慮して来所日を調整できるようにしている 13 18.3 

１８．送迎サービスを行っている 12 16.9 

１９．歩行介助、見守り、声かけ、安全確認、誘導、目印などを行っている 12 16.9 

２０．難病のある人が可能な仕事を増やしている 9 12.7 

２１．適性への配慮を含めた就職活動支援を行っている 9 12.7 

２２．車での通所を許可している 8 11.3 

２３．事業所内がバリアフリーである 7 9.9 

２４．当番制の業務を免除している 6 8.5 

２５．在宅勤務ができるようにしている 6 50.0 

２６．関係医療機関との情報交換をしている  5 7.0 

２７．事業所の設備・機器（ドアノブ、机など）は誰もが使用しやすいユニバーサルデ

ザインになっている 3 4.2 

２８．通院の付き添いをしている 3 4.2 

２９．勤務、復職する会社に対して疾病の特徴や必要な配慮の説明をしている 3 4.2 

３０．服薬管理をしている 2 2.8 

３１．食事制限や嚥下状態に対応した食事を用意している 1 1.4 

３２．トイレや食事の介助をおこなっている 1 1.4 

３３．医療ケア（吸引、経管栄養、導尿、ストーマなど）に対応している 0 0.0 
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表１０−４ 就労継続支援 B 型事業所・現在行っている配慮(n=56,複数回答) 

事業所数 % 

１．その日の体調に合わせた仕事内容に変更することができる 36 64.3 

２．体調に合わせた仕事時間（午前中体調がすぐれないので午後からの仕事な

ど）にしている 30 53.6 

３．来所中の体調を確認している 30 53.6 

４．負荷（重いものの運搬、姿勢、時間、量）を軽減している 29 51.8 

５．歩行介助、見守り、声かけ、安全確認、誘導、目印などを行っている 27 48.2 

６．通院日の配慮をしている（通院を優先） 27 48.2 

７．スタッフや他の利用者が疾病について理解するよう努めている 24 42.9 

８．天候や体調を考慮して来所日を調整できるようにしている 23 41.1 

９．休息場所（横になれる場所など）を用意している 23 41.1 

１０．利用者同士が交流する機会をもうけている 23 41.1 

１１．希望する仕事につけるようにしている 21 37.5 

１２．障害特性に合わせたコミュニケーションのとり方を工夫している 21 37.5 

１３．送迎サービスを行っている 20 35.7 

１４．仕事のしやすい器具の配置や専用の器具を用意している 18 32.1 

１５．症状に応じて適切な仕事場所を配慮している（移動が少ない、階段を使用

しなくてすむ、トイレに近い場所など） 16 28.6 

１６．定期的に休息やトイレ休憩を促す声かけをしている 16 28.6 

１７．起こりやすい症状を把握し、前もって予防する対策をしている 16 28.6 

１８．難病のある人が可能な仕事を増やしている 15 26.8 

１９．明るさ、紫外線防止、室温、湿度の調整をしている 15 26.8 

２０．事業所内がバリアフリーである 13 23.2 

２１．当番制の業務を免除している 13 23.2 

２２．関係医療機関との情報交換をしている  12 21.4 

２３．これまでの経験が生かせる仕事を提案している 10 17.9 

２４．車での通所を許可している 6 10.7 

２５．事業所の設備・機器（ドアノブ、机など）は誰もが使用しやすいユニバーサ

ルデザインになっている 6 10.7 

２６．トイレや食事の介助をおこなっている 6 10.7 

２７．適性への配慮を含めた就職活動支援を行っている 6 10.7 

２８．服薬管理をしている 5 8.9 

２９．勤務、復職する会社に対して疾病の特徴や必要な配慮の説明をしている 5 8.9 

３０．食事制限や嚥下状態に対応した食事を用意している 4 7.1 

３１．通院の付き添いをしている 3 5.4 

３２．在宅勤務ができるようにしている 1 1.8 

３３．医療ケア（吸引、経管栄養、導尿、ストーマなど）に対応している 1 1.8 
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表１１−１ 全体・今後さらに改善したいこと(n=98,複数回答) 

事業所数 % 

１．難病のある人が可能な仕事を増やしている 34 34.7 

２．事業所の設備・機器（ドアノブ、机など）は誰もが使用しやすいユニバーサルデ

ザインになっている 26 26.5 

３．仕事のしやすい器具の配置や専用の器具を用意している 18 18.4 

４．関係医療機関との情報交換をしている  15 15.3 

５．事業所内がバリアフリーである 14 14.3 

６．在宅勤務ができるようにしている 14 14.3 

７．適性への配慮を含めた就職活動支援を行っている 14 14.3 

８．スタッフや他の利用者が疾病について理解するよう努めている 13 13.3 

９．明るさ、紫外線防止、室温、湿度の調整をしている 10 10.2 

１０．希望する仕事につけるようにしている 9 9.2 

１１．これまでの経験が生かせる仕事を提案している 8 8.2 

１２．症状に応じて適切な仕事場所を配慮している（移動が少ない、階段を使用し

なくてすむ、トイレに近い場所など） 8 8.2 

１３．勤務、復職する会社に対して疾病の特徴や必要な配慮の説明をしている 8 8.2 

１４．通院の付き添いをしている 7 7.1 

１５．送迎サービスを行っている 6 6.1 

１６．歩行介助、見守り、声かけ、安全確認、誘導、目印などを行っている 6 6.1 

１７．起こりやすい症状を把握し、前もって予防する対策をしている 6 6.1 

１８．利用者同士が交流する機会をもうけている 6 6.1 

１９．休息場所（横になれる場所など）を用意している 5 5.1 

２０．医療ケア（吸引、経管栄養、導尿、ストーマなど）に対応している 5 5.1 

２１．トイレや食事の介助をおこなっている 4 4.1 

２２．車での通所を許可している 3 3.1 

２３．その日の体調に合わせた仕事内容に変更することができる 3 3.1 

２４．体調に合わせた仕事時間（午前中体調がすぐれないので午後からの仕事な

ど）にしている 3 3.1 

２５．負荷（重いものの運搬、姿勢、時間、量）を軽減している 3 3.1 

２６．服薬管理をしている 3 3.1 

２７．障害特性に合わせたコミュニケーションのとり方を工夫している 3 3.1 

２８．天候や体調を考慮して来所日を調整できるようにしている 2 2.0 

２９．食事制限や嚥下状態に対応した食事を用意している 2 2.0 

３０．当番制の業務を免除している 1 1.0 

３１．来所中の体調を確認している 1 1.0 

３２．通院日の配慮をしている（通院を優先） 1 1.0 

３３．定期的に休息やトイレ休憩を促す声かけをしている 0 0.0 
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表１１−２ 就労移行支援事業所・今後さらに改善したいこと(n=15,複数回答) 

事業所数 % 

１．事業所の設備・機器（ドアノブ、机など）は誰もが使用しやすいユニバーサルデ

ザインになっている 6 40 

２．難病のある人が可能な仕事を増やしている 6 40 

３．仕事のしやすい器具の配置や専用の器具を用意している 3 20 

４．通院の付き添いをしている 3 20 

５．適性への配慮を含めた就職活動支援を行っている 3 20 

６．送迎サービスを行っている 2 13 

７．これまでの経験が生かせる仕事を提案している 2 13 

８．明るさ、紫外線防止、室温、湿度の調整をしている 2 13 

９．在宅勤務ができるようにしている 2 13 

１０．起こりやすい症状を把握し、前もって予防する対策をしている 2 13 

１１．関係医療機関との情報交換をしている  2 13 

１２．利用者同士が交流する機会をもうけている 2 13 

１３．事業所内がバリアフリーである 1 6.7 

１４．歩行介助、見守り、声かけ、安全確認、誘導、目印などを行っている 1 6.7 

１５．希望する仕事につけるようにしている 1 6.7 

１６．症状に応じて適切な仕事場所を配慮している（移動が少ない、階段を使用しな

くてすむ、トイレに近い場所など） 1 6.7 

１７．体調に合わせた仕事時間（午前中体調がすぐれないので午後からの仕事な

ど）にしている 1 6.7 

１８．天候や体調を考慮して来所日を調整できるようにしている 1 6.7 

１９．負荷（重いものの運搬、姿勢、時間、量）を軽減している 1 6.7 

２０．医療ケア（吸引、経管栄養、導尿、ストーマなど）に対応している 1 6.7 

２１．服薬管理をしている 1 6.7 

２２．トイレや食事の介助をおこなっている 1 6.7 

２３．勤務、復職する会社に対して疾病の特徴や必要な配慮の説明をしている 1 6.7 

２４．スタッフや他の利用者が疾病について理解するよう努めている 1 6.7 

２５．車での通所を許可している 0 0 

２６．その日の体調に合わせた仕事内容に変更することができる 0 0 

２７．休息場所（横になれる場所など）を用意している 0 0 

２８．定期的に休息やトイレ休憩を促す声かけをしている 0 0 

２９．当番制の業務を免除している 0 0 

３０．来所中の体調を確認している 0 0 

３１．食事制限や嚥下状態に対応した食事を用意している 0 0 

３２．通院日の配慮をしている（通院を優先） 0 0 

３３．障害特性に合わせたコミュニケーションのとり方を工夫している 0 0 
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表１１−３ 就労継続支援 A 型事業所・今後さらに改善したいこと(n=47,複数回答) 

事業所数 % 

１．難病のある人が可能な仕事を増やしている 17 36.2 

２．事業所の設備・機器（ドアノブ、机など）は誰もが使用しやすいユニバーサル

デザインになっている 13 27.7 

３．事業所内がバリアフリーである 8 17.0 

４．仕事のしやすい器具の配置や専用の器具を用意している 6 12.8 

５．関係医療機関との情報交換をしている  6 12.8 

６．スタッフや他の利用者が疾病について理解するよう努めている 6 12.8 

７．送迎サービスを行っている 4 8.5 

８．明るさ、紫外線防止、室温、湿度の調整をしている 4 8.5 

９．在宅勤務ができるようにしている 4 8.5 

１０．勤務、復職する会社に対して疾病の特徴や必要な配慮の説明をしている 4 8.5 

１１．利用者同士が交流する機会をもうけている 4 8.5 

１２．その日の体調に合わせた仕事内容に変更することができる 3 6.4 

１３．起こりやすい症状を把握し、前もって予防する対策をしている 3 6.4 

１４．適性への配慮を含めた就職活動支援を行っている 3 6.4 

１５．車での通所を許可している 2 4.3 

１６．歩行介助、見守り、声かけ、安全確認、誘導、目印などを行っている 2 4.3 

１７．これまでの経験が生かせる仕事を提案している 2 4.3 

１８．希望する仕事につけるようにしている 2 4.3 

１９．体調に合わせた仕事時間（午前中体調がすぐれないので午後からの仕事

など）にしている 2 4.3 

２０．休息場所（横になれる場所など）を用意している 2 4.3 

２１．負荷（重いものの運搬、姿勢、時間、量）を軽減している 2 4.3 

２２．障害特性に合わせたコミュニケーションのとり方を工夫している 2 4.3 

２３．天候や体調を考慮して来所日を調整できるようにしている 1 2.1 

２４．当番制の業務を免除している 1 2.1 

２５．来所中の体調を確認している 1 2.1 

２６．通院日の配慮をしている（通院を優先） 1 2.1 

２７．症状に応じて適切な仕事場所を配慮している（移動が少ない、階段を使用

しなくてすむ、トイレに近い場所など） 0 0.0 

２８．定期的に休息やトイレ休憩を促す声かけをしている 0 0.0 

２９．通院の付き添いをしている 0 0.0 

３０．医療ケア（吸引、経管栄養、導尿、ストーマなど）に対応している 0 0.0 

３１．服薬管理をしている 0 0.0 

３２．食事制限や嚥下状態に対応した食事を用意している 0 0.0 

３３．トイレや食事の介助をおこなっている 0 0.0 
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表１１−４ 就労継続支援 B 型事業所・今後さらに改善したいこと(n=36,複数回答) 

事業所数 % 

１．難病のある人が可能な仕事を増やしている 11 30.6 

２．仕事のしやすい器具の配置や専用の器具を用意している 9 25.0 

３．在宅勤務ができるようにしている 8 22.2 

４．適性への配慮を含めた就職活動支援を行っている 8 22.2 

５．事業所の設備・機器（ドアノブ、机など）は誰もが使用しやすいユニバーサル

デザインになっている 7 19.4 

６．症状に応じて適切な仕事場所を配慮している（移動が少ない、階段を使用し

なくてすむ、トイレに近い場所など） 7 19.4 

７．関係医療機関との情報交換をしている  7 19.4 

８．希望する仕事につけるようにしている 6 16.7 

９．スタッフや他の利用者が疾病について理解するよう努めている 6 16.7 

１０．事業所内がバリアフリーである 5 13.9 

１１．これまでの経験が生かせる仕事を提案している 4 11.1 

１２．明るさ、紫外線防止、室温、湿度の調整をしている 4 11.1 

１３．通院の付き添いをしている 4 11.1 

１４．医療ケア（吸引、経管栄養、導尿、ストーマなど）に対応している 4 11.1 

１５．歩行介助、見守り、声かけ、安全確認、誘導、目印などを行っている 3 8.3 

１６．休息場所（横になれる場所など）を用意している 3 8.3 

１７．トイレや食事の介助をおこなっている 3 8.3 

１８．勤務、復職する会社に対して疾病の特徴や必要な配慮の説明をしている 3 8.3 

１９．服薬管理をしている 2 5.6 

２０．食事制限や嚥下状態に対応した食事を用意している 2 5.6 

２１．車での通所を許可している 1 2.8 

２２．起こりやすい症状を把握し、前もって予防する対策をしている 1 2.8 

２３．障害特性に合わせたコミュニケーションのとり方を工夫している 1 2.8 

２４．送迎サービスを行っている 0 0.0 

２５．その日の体調に合わせた仕事内容に変更することができる 0 0.0 

２６．体調に合わせた仕事時間（午前中体調がすぐれないので午後からの仕事

など）にしている 0 0.0 

２７．天候や体調を考慮して来所日を調整できるようにしている 0 0.0 

２８．定期的に休息やトイレ休憩を促す声かけをしている 0 0.0 

２９．当番制の業務を免除している 0 0.0 

３０．負荷（重いものの運搬、姿勢、時間、量）を軽減している 0 0.0 

３１．来所中の体調を確認している 0 0.0 

３２．通院日の配慮をしている（通院を優先） 0 0.0 

３３．利用者同士が交流する機会をもうけている 0 0.0 
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